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蜂
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一
五
八

第
一
節
　
は
じ
め
に

一
九
三
二
年
に
發
表
さ
れ
た
張
天
翼
の
短
編
小
說
「
蜜
蜂（
１
）」（

以
下
「
本
作
品
」

と
す
る
）
は
、
農
民
と
養
蜂
業
者
の
對
立
、
農
民
の
行
政
そ
し
て
養
蜂
業
者
に
對

す
る
抗
議
活
動
を
扱
う
作
品
で
あ
る
。
本
作
品
は
養
蜂
を
め
ぐ
る
紛
糾
と
い
う
特

異
な
題
材
を
用
い
て
い
る
が
、
背
景
に
つ
い
て
十
分
な
檢
討
が
な
さ
れ
た
と
は
言

い
が
た
い
。
本
論
文
で
は
、
當
時
の
新
聞
や
雜
誌
を
參
照
し
て
、
背
後
に
あ
る
事

實
關
係
を
探
る
。
こ
の
作
業
に
よ
り
朙
ら
か
に
な
る
の
は
、
當
時
ま
だ
新
た
な
外

來
種
で
あ
っ
た
西
洋
蜜
蜂
を
め
ぐ
る
知
識
の
混
亂
と
、
行
政
・
事
業
者
と
民
衆
の

閒
の
隔
絕
で
あ
る
。
同
時
代
の
批
評
に
は
、
本
作
品
の
科
學
的
知
識
の
誤
り
を
批

判
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
張
天
翼
は
科
學
に
萬
全
の
信
賴
を
置
く
諬
蒙
の
立
場
と

は
異
な
る
角
度
か
ら
、
科
學
的
言
說
と
民
衆
の
關
係
を
描
こ
う
と
し
た
こ
と
を
朙

ら
か
に
す
る
。

張
天
翼
（
一
九
〇
六
―
八
五
）
は
南
京
の
出
身
で
あ
り
、
杭
州
の
宗
文
中
學
在
學

中
に
施
蟄
存
、
戴

舒
ら
と
「
蘭
社
」
を
結
成
し
、
一
九
二
二
年
ご
ろ
か
ら
鴛
鴦

胡
蝶
派
（
禮
拜
六
派
）
の
雜
誌
に
作
品
を
發
表
し
始
め
た
。
魯
迅
の
「
阿
Ｑ
正
傳
」

を
讀
ん
で
新
文
學
に
志
を
移
し
、
一
九
二
九
年
に
魯
迅
の
助
力
を
得
て
「
三
天
半

的
夢
」（
三
日
半
の
夢
）
を
發
表
し
、
文
壇
に
登
場
し
た
。
一
九
三
〇
年
に
は
中
國

左
翼
作
家
聯
盟
に
加
入
し
、
革
命
小
說
、
軍
隊
小
說
、
風
刺
小
說
、
兒
童
文
學
な

ど
多
方
面
に
才
能
を
發
揮
し
た（

２
）。

「
蜜
蜂
」
は
農
家
の
少
年
が
姉
に
宛
て
た
五
通
の
手
紙
か
ら
な
る
。
少
年
の
書

い
た
手
紙
と
い
う
形
式
を
取
る
た
め
、
テ
ク
ス
ト
に
は
樣
々
な
誤
字
や
文
法
的
な

誤
り
が
み
ら
れ
る
。
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
主
人
公
の
住
む
農
村

で
は
、
養
蜂
場
の
イ
タ
リ
ア
種
蜂
が
水
田
に
現
れ
、「
稻
漿
」（
未
熟
な
稻
）
を
吸

う
た
め
、
農
民
た
ち
は
不
作
に
苦
し
ん
で
い
る
。
主
人
公
の
通
う
學
校
に
も
、
農

民
の
子
供
と
養
蜂
業
者
の
子
供
が
お
り
、
兩
者
は
た
び
た
び
諍
い
を
繰
り
廣
げ
る
。

不
滿
を
募
ら
せ
た
農
民
た
ち
は
、
集
團
で
縣
政
府
に
請
願
に
赴
く
。
主
人
公
も

大
人
に
交
じ
り
縣
長
と
の
交
涉
の
場
に
臨
む
が
、
縣
長
は
養
蜂
の
無
害
を
主
張
し
、

養
蜂
場
の
移
轉
を
認
め
ず
、
抗
議
者
を
逮
捕
す
る
。
農
民
た
ち
は
養
蜂
場
を
襲
擊

し
よ
う
と
す
る
が
、
彈
壓
さ
れ
、
主
人
公
の
父
や
兄
、
友
人
を
は
じ
め
多
く
の
逮

捕
者
を
出
す
。
一
人
に
な
っ
た
主
人
公
は
小
學
校
の
敎
員
に
保
護
さ
れ
る
。

「
蜜
蜂
」
の
發
表
時
に
は
、「「
蜜
蜂
」
で
、
作
者
は
兒
童
を
現
實
に
直
面
さ
せ

た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
よ
り
、
一
步
進
ん
で
進
步
的
な
、
新
時
代
の
兒
童
の
形

象
を
創
造
し
た
。「
蜜
蜂
」
の
發
表
後
に
は
、
中
國
文
壇
で
は
、
兒
童
を
主
人
公
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張
天
翼
「
蜜
蜂
」
に
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民
衆
運
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一
五
九

哥
哥
說
：

「
比
皇
虫
還
利
害
。」

嗡
嗡
，
嗡
嗡
，
打
走
了
幾
萬
個
蜜
蜂
，
又
㊒
幾
萬
來
了
：
嗡
嗡
，
嗡
嗡

嗡
。
打
死
一
千
個
，
來
一
千
個
。
爸
爸
跟
哥
哥
快
要
哭
了
。

爸
爸
說
衟
：

「
皇
虫
是
天
栽
，
沒
㊒
法
子
。
現
在
蜜
蜂
老
板
養
了
蜜
蜂
來
吃
我
們
稻

漿
，
我
吵
你
的
祖
宗
！
」（
張
天
翼
「
蜜
蜂
」
三
四
八
頁
）

兄
ち
ゃ
ん
は
言
っ
た
。

「
大
群
の
ト
ビ
バ
ッ
タ
よ
り
も
ひ
で
え
な
あ
」

ぶ
ん
ぶ
ん
、
ぶ
ん
ぶ
ん
、
何
萬
匹
か
打
ち
拂
っ
た
ら
、
ま
た
何
萬
匹
も
や

っ
て
き
た
。
ぶ
ん
ぶ
ん
、
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
。
一
千
匹
打
ち
殺
し
た
ら
、
一
千

匹
や
っ
て
き
た
。
父
ち
ゃ
ん
と
兄
ち
ゃ
ん
は
泣
き
そ
う
だ
。

父
ち
ゃ
ん
は
言
っ
た
。

「
ト
ビ
バ
ッ
タ
は
天
さ
い
だ
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
今
の
養
蜂
場
の
社

長
は
蜜
蜂
を
飼
っ
て
お
れ
た
ち
の
稻
漿
を
⻝
わ
せ
に
よ
こ
す
。
や
つ
め
の
ご

先
祖
樣
も
の
ろ
わ
れ
ろ
！
」

主
人
公
の
父
や
兄
を
は
じ
め
と
す
る
農
民
は
、
蜜
蜂
が
稻
漿
を
吸
い
稻
に
害
を

與
え
、
そ
の
害
は
徃
年
の
「
皇
虫
」
す
な
わ
ち
「
蝗
蟲
」（
ト
ビ
バ
ッ
タ（
６
））
の
害
よ

り
甚
だ
し
い
と
い
う
。
そ
れ
に
對
し
て
、
曹
聚
仁
は
以
下
の
よ
う
に
批
判
す
る
。

蜜
蜂
吃
稻
漿
之
說
，
未
免
太
離
奇
了
：
我
只
怕
我
自
的
知
識
㊒
錯
誤
，

特
地
請
敎
生
物
學
專
家
，
請
敎
養
蜂
專
家
，
都
說
决
無
此
事
。（
中
略
）
蜜

蜂
那
麼
一
篇
好
作
品
，
因
爲
作
者
不
了
解
農
村
的
實
生
活
，
便
完
全
失
敗
了
。

と
す
る
作
品
が
、
突
如
と
し
て
增
え
た（

３
）」
と
い
う
高
い
評
價
も
寄
せ
ら
れ
た
。
先

行
硏
究
で
は
、
作
品
の
表
現
上
の
特
色
や
、
革
命
文
學
と
し
て
の
評
價
、
兒
童
文

學
と
し
て
の
特
徵
が
分
析
さ
れ
る
。
淺
野
純
一
は
、「
中
國
現
代
小
說
の
「
現
代

主
義
」」
に
お
い
て
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
と
の
連
續
性
の
觀
點
か
ら
張
天
翼
の
作
品
を

分
析
し
、「
蜜
蜂
」
に
つ
い
て
は
、
テ
ク
ス
ト
に
見
ら
れ
る
言
葉
遊
び
や
意
圖
的

な
誤
字
な
ど
表
現
技
法
の
效
果
を
分
析
し
、
作
品
の
發
表
當
時
に
曹
聚
仁
と
魯
迅

が
本
作
品
の
養
蜂
に
關
す
る
知
識
の
是
非
を
め
ぐ
り
議
論
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ

る
。
兩
者
の
議
論
は
後
に
詳
述
す
る
が
、
淺
野
は
「
作
品
の
與
え
る
全
體
の
印
象

は
、
決
し
て
農
民
の
無
知
を
風
刺
し
た
だ
け
の
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
に

し
て
も
奇
妙
な
讀
後
感
を
禁
じ
得
な
い
」、「
こ
の
作
品
は
全
編
「
閒
違
い
と
ナ
ン

セ
ン
ス
」
に
滿
ち
て
い
て
、
そ
れ
が
こ
の
作
品
の
一
つ
の
主
題
と
言
っ
て
も
い

い
」
と
し
、
張
天
翼
の
特
色
と
し
て
「
多
義
性
」
を
指
摘
す
る（

４
）。
張
錦
怡
は
『
张

天
翼
评
传
』
で
、「
蜜
蜂
」
が
民
衆
運
動
に
參
加
す
る
少
年
を
描
い
た
點
を
評
價

す
る
と
と
も
に
、
兒
童
文
學
の
觀
點
か
ら
作
品
を
分
析
し
、「
少
年
兒
童
の
生
活

に
固
㊒
の
天
眞
爛
漫
さ
と
稚
拙
さ
を
掘
り
下
げ
、
獨
特
な
書

體
、
獨
特
な
對
話

で
表
現
し
た
」「
作
品
內
で
農
村
の
少
年
た
ち
の
素
朴
な
階
級
意
識
、
質
朴
な
階

級
感
情
を
、
子
供
ら
し
い
ユ
ー
モ
ア
と
風
刺
と
し
て
描
き
あ
げ
た
」、「
十
分
に
具

體
的
な
農
村
兒
童
の
視
點
と
、
非
常
に
眞
に
廹
る
農
村
兒
童
の
口
調
に
よ
っ
て
、

獨
特
な
兒
童
の
言
語
狀
況
を
創
造
し
た（

５
）」
と
指
摘
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
先
行

硏
究
は
「
蜜
蜂
」
が
民
衆
運
動
に
參
加
す
る
兒
童
を
描
い
た
點
、
お
よ
び
少
年
の

視
點
と
言
語
に
よ
る
表
現
上
の
特
色
と
そ
の
效
果
を
論
じ
る
。
し
か
し
、
作
品
の

背
景
に
つ
い
て
は
、
蜜
蜂
が
稻
を
吸
⻝
す
る
と
い
う
設
定
に
疑
問
が
持
た
れ
る
た

め
か
、
十
分
に
檢
討
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
設
定
を
め
ぐ
っ
て
は
、
淺
野
が
先
行

硏
究
で
指
摘
す
る
と
お
り
、
作
品
の
發
表
當
時
、
曹
聚
仁
と
魯
迅
の
閒
に
議
論
が

交
わ
さ
れ
た
。
問
題
と
な
る
の
は
「
蜜
蜂
」
の
農
民
が
語
る
以
下
の
認
識
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

一
六
〇

可
以
㊒
數
匹
甚
至
十
餘
匹
一
涌
而
入
，
因
爲
爭
，
將
芲
瓣
弄
傷
，
因
爲
餓
，

將
芲
心
咬
掉
，
聽
說
日
本
的
果
園
，
就
㊒
遭
了
這
種
傷
害
的
。
牠
的
到
風
媒

芲
上
去
，
也
還
是
因
爲
饑
餓
的
原
故（

８
）。

昆
蟲
は
蟲
媒
芲
の
受
精
を
助
け
る
の
で
あ
り
、
無
害
で
あ
る
ば
か
り
か
、

㊒
益
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
最
も
入
門
的
な
生
物
學
で
も
言
う
こ
と
で
あ
り
、

確
か
に
閒
違
い
な
い
。
た
だ
し
そ
れ
は
常
態
の
場
合
で
あ
る
。
も
し
蜂
が
多

く
芲
が
少
な
け
れ
ば
、
狀
況
は
異
な
っ
て
く
る
。
蜜
蜂
は
芲
粉
を
集
め
る
た

め
あ
る
い
は
飢
え
を
し
の
ぐ
た
め
に
、
一
つ
の
芲
に
、
數
匹
あ
る
い
は
十
數

匹
も
群
が
っ
て
押
し
寄
せ
、
爭
う
た
め
に
、
芲
瓣
を
傷
つ
け
、
飢
え
の
た
め

に
、
雄
蕊
や
雌
蕊
を
⻝
い
ち
ぎ
る
。
日
本
の
果
樹
園
で
も
、
こ
の
よ
う
な
被

害
が
あ
っ
た
と
聞
く
。
蜜
蜂
が
風
媒
芲
に
行
く
の
も
ま
た
、
飢
餓
の
た
め
で

あ
る
。

魯
迅
は
蜜
蜂
に
關
す
る
科
學
的
知
識
を
認
め
た
う
え
で
、
中
國
で
は
蜜
源
植
物

の
不
足
か
ら
蜜
蜂
が
風
媒
芲
に
害
を
與
え
て
い
る
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
議
論

は
そ
れ
以
上
深
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
曹
聚
仁
の
言
う
「
火
燒
華
繹

之
蜂
羣
」
が
い
か
な
る
事
件
か
、
ま
た
本
作
品
が
實
際
に
同
事
件
に
基
づ
く
か
否

か
に
つ
い
て
は
、
檢
討
の
餘
地
が
あ
る
。

本
論
文
で
は
、「
蜜
蜂
」
執
筆
の
契
機
と
な
っ
た
政
治
的
ま
た
言
說
的
な
背
景

を
朙
ら
か
に
す
る
。
以
下
、
第
二
節
で
は
曹
聚
仁
の
指
摘
し
た
養
蜂
業
者
襲
擊
事

件
の
實
像
を
探
る
。
し
か
し
、
調
査
を
進
め
る
過
程
で
、
養
蜂
を
め
ぐ
る
對
立
は

他
地
域
で
も
起
き
て
い
た
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
る
。
第
三
節
で
は
、
作
品
執
筆
の

契
機
と
思
わ
れ
る
出
來
事
と
し
て
、
一
九
三
一
―
三
年
に
浙
江
省
平
湖
縣
で
起
き

た
養
蜂
反
對
運
動
を
取
り
上
げ
る
。
第
四
節
で
は
、
養
蜂
を
め
ぐ
る
當
時
の
報
衟

や
言
說
を
參
照
し
、
作
品
に
見
ら
れ
る
民
衆
と
行
政
當
局
の
對
立
の
圖
式
を
、
リ

（
中
略
）
張
天
翼
先
生
寫
蜜
蜂
的
原
起
，
也
許
由
於
聽
到
無
錫
鄕
村
人
。
火

燒
華
繹
之
蜂
羣
的
故
事
。
那
是
土
豪
劣
紳
地
痞
流
氓
敲
詐
不
遂
的
報
復
舉
動
，

和
無
錫
農
民
全
無
關
係
；
並
且
那
一
回
正
當
萺
蓿
芲
開
，
蜂
羣
採
蜜
，
更
㊒

利
於
農
事
，
農
民
决
不
會
反
對
的（

７
）。

蜜
蜂
が
稻
漿
を
⻝
べ
る
と
い
う
說
は
、
あ
ま
り
に
も
奇
異
な
感
じ
を
免
れ

え
な
い
。
私
は
自
分
の
知
識
が
閒
違
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
い
、
特

に
生
物
學
の
專
門
家
に
敎
え
を
乞
い
、
養
蜂
の
專
門
家
に
敎
え
を
乞
う
た
が
、

ど
ち
ら
も
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
な
い
と
い
う
。（
中
略
）
蜜
蜂
の
よ

う
な
良
い
作
品
が
、
作
者
が
農
村
の
實
生
活
を
知
ら
な
い
た
め
に
、
完
全
に

失
敗
し
て
い
る
。（
中
略
）
張
天
翼
氏
が
蜜
蜂
を
書
い
た
理
由
は
、
も
し
か

し
て
無
錫
の
村
民
が
、
華
繹
之
の
蜂
群
に
放
火
し
た
話
を
聞
い
た
か
ら
か
も

し
れ
な
い
。
あ
れ
は
土
豪
劣
紳
と
ご
ろ
つ
き
連
中
が
强
請
り
に
失
敗
し
た
報

復
行
爲
で
あ
り
、
無
錫
の
農
民
と
は
何
の
關
係
も
な
い
。
ま
た
そ
の
と
き
は

ち
ょ
う
ど
苜
蓿
の
開
芲
時
朞
に
あ
た
っ
て
お
り
、
蜂
が
蜜
を
採
集
す
る
の
は
、

農
業
に
利
益
を
も
た
ら
す
の
で
、
農
民
は
決
し
て
反
對
し
な
い
。

曹
聚
仁
は
專
門
家
の
意
見
に
基
づ
き
、
蜜
蜂
が
稻
漿
を
吸
う
と
い
う
說
を
否
定

す
る
。
ま
た
、
本
作
品
が
無
錫
の
「
火
燒
華
繹
之
蜂
羣
」
事
件
に
題
材
を
得
て
い

る
と
推
測
し
、
張
天
翼
が
事
件
の
背
景
を
誤
解
し
た
ま
ま
執
筆
し
た
本
作
品
は
、

「
失
敗
」
で
あ
る
と
端
的
に
述
べ
る
。
曹
聚
仁
の
批
判
に
張
天
翼
は
直
接
應
答
し

て
い
な
い
が
、
魯
迅
が
反
論
を
寄
せ
て
い
る
。

昆
蟲
㊒
助
于
蟲
媒
芲
的
受
精
，
非
徒
無
害
，
而
且
㊒
益
，
就
是
極

略

的
生
物
學
上
也
都
這
樣
說
，
確
是
不
錯
的
。
但
是
在
常
態
時
候
的
事
。
假
使

蜂
多
芲
少
，
情
形
可
就
不
同
了
，
蜜
蜂
爲
了
採
粉
或
者
救
飢
，
在
一
芲
上
，



張
天
翼
「
蜜
蜂
」
に
お
け
る
民
衆
運
動
と
科
學
的
言
說
の
問
題

一
六
一

せ
、
十
圖
倉
石
橋
の
西
港
口
に
停
泊
し
て
い
た
貞
號
蜂
船
の
も
と
に
殺
到
し

主
任
の
黃
俠
民
を
引
き
ず
り
出
し
、
地
面
を
引
き
回
し
て
負
傷
さ
せ
、
ま
た

船
員
の
錢
阿
二
は
毆
ら
れ
て
負
傷
し
た
。
蜂
群
に
箱
ご
と
火
を
つ
け
燒
き
殺

す
こ
と
、
二
百
あ
ま
り
の
群
れ
に
及
ん
だ
。

報
衟
で
は
松
朙
や
棍
棒
を
手
に
し
た
「
鄕
民
」
が
停
泊
中
の
蜂
船
を
襲
擊
し
、

巢
箱
に
放
火
し
た
と
い
う
。
彼
ら
が
襲
擊
に
踏
み
切
っ
た
理
由
は
何
か
。
事
件
後

の
報
衟
に
は
、
農
作
物
へ
の
害
を
疑
っ
た
農
民
に
よ
る
と
報
じ
た
も
の
が
あ
る（

（1
（

。

だ
が
、
事
件
の
背
後
に
は
疑
惑
が
つ
き
ま
と
う
。
事
件
の
の
ち
、
當
地
の
地
保
が

民
衆
を
煽
動
し
た
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
自
殺
し
た
。
地
保
の
遺
書
に
は
、「
農
作

業
に
人
手
が
い
る
の
に
、
わ
し
が
捕
ま
れ
ば
、
田
畑
は
荒
れ
る
だ
ろ
う
。
公
務
に

携
わ
る
な
と
人
に
は
勸
め
た
い
。
家
中
に
居
り
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
引
き
受
け

て
は
な
ら
な
い
」
と
記
さ
れ
て
い
た（

（1
（

。

ま
た
、『
時
報
』
は
以
歬
に
も
別
の
襲
擊
事
件
が
起
き
て
い
た
こ
と
を
傳
え
る
。

「
そ
の
近
因
は
東
方
公
司
が
さ
き
に
蜂
を
持
込
み
こ
の
地
に
放
し
た
と
こ
ろ
、
村

民
は
反
對
し
、
銀
貨
四
〇
元
で
農
民
の
無
形
の
損
失
を
賠
償
し
よ
う
と
し
た
こ

と
で
あ
る
。
同
地
の
農
民
は
受
け
取
ら
ず
、
衆
を
集
め
て
巢
箱
二
箱
を
燒
い
た（

（1
（

」。

以
歬
に
も
他
の
養
蜂
業
者
と
對
立
が
生
じ
、
養
蜂
業
者
は
金
錢
に
よ
る
補
償
を
提

示
し
た
が
、
あ
わ
や
襲
擊
に
遭
い
か
け
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

事
件
後
に
養
蜂
業
者
が
連
名
で
新
聞
紙
上
に
出
し
た
聲
朙
に
は
、「
は
か
ら
ず

も
四
⺼
十
一
日
の
夜
に
土
豪
劣
紳
に
唆
さ
れ
た
暴
徒
が
養
蜂
場
三
か
所
の
あ
ら
ゆ

る
蜂
群
と
器
具
を
悉
く
燒
き
つ
く
し
損
失
は
巨
大
で
あ
る（

（1
（

」
と
い
う
。
養
蜂
業
者

の
側
は
、
土
豪
劣
紳
の
敎
唆
を
疑
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
事
件
の
主
犯
は
迯

走
し
、
眞
相
は
つ
い
に
朙
ら
か
に
な
ら
な
い
。

襲
擊
に
加
わ
っ
た
「
鄕
民
」
の
構
成
と
、
彼
ら
が
騷
擾
に
加
擔
し
た
理
由
に
つ

ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
す
な
わ
ち
社
會
に
潛
在
す
る
リ
ス
ク
を
め
ぐ
る

情
報
傳
逹
と
雙
方
向
的
な
對
話
の
た
め
の
方
法
論
を
參
照
し
て
讀
み
解
き
、
民
衆

と
科
學
の
關
係
を
問
う
た
作
品
と
し
て
「
蜜
蜂
」
の
特
異
性
を
朙
ら
か
に
す
る
。

第
二
節
　
一
九
二
九
年
の
「
火
燒
華
繹
之
蜂
群
」
事
件

イ
タ
リ
ア
種
蜂
に
よ
る
近
代
的
養
蜂
は
民
國
初
年
に
中
國
に
導
入
さ
れ
た
。
無

錫
出
身
の
華
繹
之
（
一
八
九
三
―
一
九
五
六
）
は
草
創
朞
の
事
業
者
の
一
人
で
あ
り
、

彼
の
事
業
の
特
色
は
、「
蜂
船
」
を
使
っ
た
「
巡
回
放
蜂
法
」（
轉
地
養
蜂
）
で
あ

っ
た
。
四
艘
の
蜂
船
を
蜜
源
植
物
の
開
芲
時
朞
に
合
わ
せ
て
浙
江
省
、
江
蘇
省
の

各
地
に
航
行
さ
せ
る
方
法
に
よ
り
、
事
業
は
成
功
を
收
め
た
。
し
か
し
、
彼
の
蜂

船
は
、
一
九
二
九
年
に
江
蘇
省
松
江
縣
（
現
上
海
市
松
江
區
）
で
襲
擊
さ
れ
、
四

艘
の
う
ち
三
艘
を
失
う
被
害
に
遭
っ
た
。
當
時
の
報
衟
で
は
、
事
件
を
「
松
江
焚

蜂
」
と
稱
す
る（

９
）。

『
申
報
』
に
お
け
る
第
一
報
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
鄕
民
仇
視
蜂
船
案
」『
申
報
』
一
九
二
九
年
四
⺼
一
一
日
、
第
一
一
版
。

此
次
該
塲
派
蜂
船
三
艘
、
停
泊
陳
家
行
鄕
、
放
蜂
採
芲
、
業
將
半
⺼
、

詎
昨
晚
（
九
日
）
十
時
、
該
處
鄕
民
鳴
鑼
集
衆
、
持
火
把
棍
棒
、
勾
合
二
百

餘
人
、
蜂
擁
徃
將
停
泊
十
圖
倉
石
橋
西
港
口
之
貞
號
蜂
船
主
任
黃
俠
民
拖
出
、

在
地
倒
曳
受
傷
、
及
船
夫
錢
阿
二
被
毆
負
傷
、
將
蜂
羣
連
箱
付
火
焚
殺
、
數

逹
二
百
餘
羣
、

こ
の
度
そ
の
養
蜂
場
［
引
用
者
㊟

―
無
錫
華
繹
之
養
蜂
場
］
は
蜂
船
三
艘

を
送
り
込
み
、
陳
家
行
鄕
に
停
泊
し
、
蜂
に
蜜
を
採
集
さ
せ
、
半
⺼
に
な
ろ

う
と
し
て
い
た
。
あ
ろ
う
こ
と
か
昨
夜
（
九
日
）
十
時
、
當
地
の
鄕
民
は
銅

鑼
を
鳴
ら
し
て
衆
を
集
め
、
松
朙
や
棍
棒
を
持
ち
、
二
百
人
餘
り
を
集
結
さ



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

一
六
二

續
的
に
發
生
し
、
新
聞
紙
上
に
は
一
九
三
一
か
ら
三
三
年
に
か
け
て
記
事
が
み
ら

れ
る
。
當
時
の
報
衟
で
は
事
件
を
「
平
湖
蜂
潮
」
と
稱
す
る
。

本
作
品
の
記
述
に
最
も
關
連
が
深
い
と
思
わ
れ
る
『
時
事
新
報
』
か
ら
、
事
件

の
第
一
報
を
引
用
す
る
。

「
平
湖 

韓
廟
鎭
農
民 

反
對
蜂
塲
養
蜂 

謂
對
稻
穗
㊒
害
」『
時
事
新
報
』

一
九
三
一
年
九
⺼
七
日
、
第
二
張
第
二
版
。

韓
廟
鎭
東
大
沼
馮
姓
空
場
、
近
由
孫
選
靑
租
去
、
開
設
蜂
場
、
共
養
意

大
利
蜜
蜂
一
百
三
十
萬
餘
、
分
儲
一
百
三
十
箱
、（
中
略
）
所
過
之
處
、
稻

穗
盡
枯
、
該
處
農
民
、
因
際
此
風
雨
爲
災
、
秋
收
短
缺
之
時
、
又
𣷹
此
蜂
患
、

莫
不
憤
怒
異
常
、
乃
於
二
日
鳴
鑼
聚
衆
、
約
近
五
六
百
人
、
扶
老
携
小
、
分

赴
農
會
指
導
員
張
伯
怡
處
及
褚
涇
村
村
長
朱
杏
山
兩
處
、
要
求
從
速
解
決
、

但
張
已
於
歬
日
在
韓
廟
小
學
、
曾
召
集
農
民
、
一
度
商
議
、
今
見
若
輩
來
勢

洶
洶
、
無
法
可
想
、
乃
電
吿
縣
府
、
吳
縣
長
據
電
後
、

飭
凌
耀
德
歬
徃
查

勘
、
已
下
午
三
時
矣
、
而
該
處
婦
稚
早
已
將
蜂
種
搬
去
四
十
餘
箱
、
經
凌
張

朱
一
度
商
議
復
、

電
准
縣
府
、
將
餘
蜂
八
十
一
箱
發
封
、（
中
略
）、
翌
日

（
三
日
）、
該
農
民
等
復
聚
衆
二
百
餘
人
、
來
平
分
赴
縣
黨
部
縣
政
府
區
公
所

分
別
請
願
、
封
閉
蜂
箱
、
免
傷
稼
禾
、
當
由
吳
縣
長
親
自
出
見
、
諭
令
謂
意

大
利
蜂
確
㊒
毀
損
稻
穗
之
處
、
應
豫
派
警
押
遷
、
不
得
暴
動
云
云
、
該
農
民

等
認
爲
滿
意
始
退
出
縣
府
云
、

韓
廟
鎭
東
の
大
沼
の
馮
姓
の
空
き
地
は
、
近
ご
ろ
孫
選
靑
が
借
り
上
げ
、

養
蜂
場
を
開
設
し
、
イ
タ
リ
ア
蜜
蜂
一
三
〇
萬
匹
あ
ま
り
を
、
一
三
〇
箱
に

分
け
て
飼
育
し
て
い
た
。（
中
略
）
蜜
蜂
の
飛
ん
だ
土
地
は
、
稻
穗
が
枯
れ

つ
く
し
た
。
當
地
の
農
民
は
、
近
ご
ろ
風
雨
の
災
害
に
遭
い
、
收
獲
が
減
少

し
た
上
に
、
蜂
の
害
が
重
な
り
、
憤
激
し
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で

い
て
は
、
以
上
の
斷
片
的
な
記
述
が
殘
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
地
保
の
自
殺

や
金
錢
的
な
補
償
の
問
題
、
土
豪
劣
紳
の
存
在
は
、
農
民
が
素
朴
な
不
安
か
ら
事

件
を
起
こ
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
暗
示
す
る
。

曹
聚
仁
が
「
無
錫
の
農
民
が
、
華
繹
之
の
蜂
群
に
放
火
し
た
」
と
す
る
事
件
は

本
件
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。「
無
錫
」
に
つ
い
て
は
華
繹
之
が
無
錫
の
人
で
あ
る

こ
と
か
ら
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
張
天
翼
、
華
繹
之
の
傳
記
は
ど
ち
ら
も
曹
聚
仁

の
指
摘
を
も
と
に
、「
蜜
蜂
」
は
松
江
焚
蜂
に
題
材
を
得
た
も
の
で
あ
る
と
す
る（

（1
（

。

し
か
し
、
松
江
焚
蜂
の
實
際
の
經
過
と
、「
蜜
蜂
」
の
物
語
に
は
朙
ら
か
な
差
異

が
あ
る
。
襲
擊
の
對
象
は
、「
蜜
蜂
」
で
は
農
村
の
養
蜂
場
で
あ
る
が
、
松
江
焚

蜂
で
は
水
上
の
蜂
船
で
あ
る
。「
蜜
蜂
」
の
農
民
は
集
團
で
行
政
當
局
に
請
願
す

る
が
、
松
江
焚
蜂
の
村
民
は
請
願
を
行
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
差
異
が
小
說
の

脚
色
に
よ
る
も
の
か
は
疑
問
で
あ
り
、
事
件
の
背
景
は
養
蜂
を
め
ぐ
る
よ
り
廣
い

視
野
か
ら
探
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

華
繹
之
の
養
蜂
場
職
員
の
文
章
に
は
言
う
。「
體
格
に
つ
い
て
い
え
ば
、
中
國

種
蜂
は
イ
タ
リ
ア
種
蜂
よ
り
小
さ
く
、
ゆ
え
に
蜜
の
採
集
量
は
、
イ
タ
リ
ア
種
蜂

に
劣
る
。
蜜
源
が
不
足
す
る
と
、
イ
タ
リ
ア
種
蜂
は
た
び
た
び
中
國
種
蜂
の
巢
箱

に
入
り
⻝
料
を
奪
い
取
る（

（1
（

」。
イ
タ
リ
ア
種
蜂
は
、
中
國
在
來
種
と
異
な
る
形
質

を
持
ち
、
在
來
種
を
攻
擊
す
る
と
い
う
。
こ
の
奇
妙
な
見
慣
れ
ぬ
蟲
が
中
國
の
農

村
に
現
れ
た
と
き
、
果
た
し
て
農
民
は
科
學
的
知
見
か
ら
蜜
蜂
の
到
來
を
歡
迎
す

る
に
と
ど
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
三
節
　
一
九
三
一
―
三
三
年
浙
江
省
平
湖
縣
の

　
　
　
　
　
　
養
蜂
反
對
運
動

松
江
焚
蜂
か
ら
二
年
の
ち
、
浙
江
省
平
湖
縣
（
現
浙
江
省
嘉
興
市
平
湖
市
）
で
、

養
蜂
を
め
ぐ
る
紛
糾
が
發
生
し
た
。
養
蜂
反
對
運
動
は
縣
內
の
複
數
の
場
所
で
斷



張
天
翼
「
蜜
蜂
」
に
お
け
る
民
衆
運
動
と
科
學
的
言
說
の
問
題

一
六
三

㊒
害
說
に
立
つ（
（1
（

。『
時
報
』
は
「
當
地
の
農
民
は
稻
穗
に
害
を
與
え
る
と
み
な
し

た
」
と
、
被
害
を
農
民
側
の
認
識
と
し
て
傳
え
る
に
留
め
る（

（1
（

。
こ
れ
に
對
し
て
、

『
新
聞
報
』
は
「
當
地
の
農
民
は
、
蜂
群
が
稻
穗
に
害
を
及
ぼ
す
と
こ
ろ
が
あ
る

と
誤
解
し
た
」
と
す
る（

（1
（

。

養
蜂
の
害
を
め
ぐ
る
各
紙
の
報
衟
に
は
ぶ
れ
が
あ
り
、『
申
報
』『
時
事
新
報
』

の
よ
う
な
㊒
力
紙
も
養
蜂
が
㊒
害
で
あ
る
か
の
よ
う
に
傳
え
て
い
た
。
ま
た
、

『
時
事
新
報
』
の
第
一
報
で
は
縣
長
も
養
蜂
㊒
害
を
認
め
、
養
蜂
場
移
轉
と
い
う

措
置
を
講
じ
て
い
る
。
後
の
硏
究
で
は
、
當
時
は
報
衟
さ
れ
な
か
っ
た
內
幕
が
朙

ら
か
に
な
る
。

一
九
三
〇
年
，
平
园
蜂
场
来
平
湖
县
庙
桥
镇
放
蜂
，
当
地
农
民
不
懂
养

蜂
知
识
，
误
认
蜜
蜂
对
农
作
物
㊒
害
而
百
般
拦
阻
，
平
园
蜂
场
无
奈
，
只
好

迁
至
同
县
冯
家
宅
基
，
这
里
的
农
会
张
指
导
员
扬
言
：
『
蜂
群
危
害
水
稻
比

蝗
虫
还
厉
害
』，
当
地
群
众
都
很
惊
慌
，
纷
纷
责
难
养
蜂
者
，
适
逢
县
政
府

派
出
的
凌
治
虫
委
员
来
到
此
地
，
群
众
问
他
蜜
蜂
对
水
稻
是
否
㊒
害
，
他
回

答
说
：『
蜜
蜂
吸
⻝
稻
浆
』。
这
样
一
来
，
群
众
更
对
养
蜂
者
不
满
，
㊒
的
甚

至
把
蜂
群
搬
走
。
第
二
天
，
农
民
们
就
到
县
里
去
请
愿
，
平
湖
县
县
长
呈マ
マ

文

泰
就
问
另
一
位
姚
治
虫
委
员
，
蜜
蜂
是
否
对
水
稻
㊒
害
，
姚
说
：
『
蜜
蜂
吸

⻝
稻
浆
，
水
稻
经
蜂
吸
⻝
就
会
只
开
芲
而
不
结
果
实
』。
吴
县
长
当
众
说
：

『
蜜
蜂
既
然
对
水
稻
㊒
害
，
就
应
该
让
他
们
立

搬
走（
（1
（

』。

一
九
三
〇
年
、
平
園
養
蜂
場
は
平
湖
縣
の
廟
橋
鎭
で
養
蜂
を
行
っ
て
い
た

が
、
當
地
の
農
民
は
養
蜂
の
知
識
を
理
解
せ
ず
、
蜜
蜂
は
農
作
物
に
㊒
害
で

あ
る
と
誤
解
し
て
種
々
の
妨
害
を
行
っ
た
た
め
、
平
園
養
蜂
場
は
や
む
を
得

ず
、
同
縣
の
馮
家
宅
基
に
移
轉
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
同
地
の
農
會
の
張
指

導
員
が
「
蜂
群
の
稻
に
對
す
る
害
は
ト
ビ
バ
ッ
タ
よ
り
も
甚
だ
し
い
」
と
言

二
日
に
銅
鑼
を
鳴
ら
し
衆
を
集
め
、
五
六
百
人
近
く
が
、
老
い
も
若
き
も
あ

い
連
れ
だ
っ
て
、
農
會
の
指
導
員
張
伯
怡
お
よ
び
褚
涇
村
の
村
長
朱
杏
山
の

二
か
所
に
分
か
れ
て
赴
き
、
速
や
か
な
解
決
を
求
め
た
。
し
か
し
張
は
歬
々

日
す
で
に
韓
廟
小
學
に
、
農
民
を
集
め
て
、
協
議
し
て
い
た
。
い
ま
群
衆
が

續
々
と
押
し
寄
せ
る
の
を
見
て
、
如
何
と
も
し
が
た
く
、
縣
政
府
に
電
報
で

報
吿
し
た
。
吳
縣
長
は
報
吿
を
受
け
て
、
凌
耀
德
に
實
地
調
査
を
命
じ
た
の

は
、
す
で
に
午
後
三
時
で
あ
っ
た
。
し
か
し
當
地
の
婦
人
と
子
供
は
と
う
に

四
十
箱
あ
ま
り
の
巢
箱
を
運
び
出
し
て
い
た
。
凌
、
張
、
朱
は
協
議
し
て
、

縣
政
府
に
打
電
し
、
殘
り
の
巢
箱
八
十
一
箱
を
封
印
し
た
。（
中
略
）
翌
日

（
三
日
）、
農
民
等
は
再
び
二
百
人
あ
ま
り
の
衆
を
集
め
、
平
湖
に
行
き
、
縣

黨
部
、
縣
政
府
、
區
公
所
に
分
か
れ
て
、
巢
箱
を
封
印
し
、
作
物
の
被
害
を

防
ぐ
よ
う
請
願
し
た
。
吳
縣
長
が
み
ず
か
ら
面
會
に
臨
み
、
イ
タ
リ
ア
蜜
蜂

は
た
し
か
に
稻
穗
に
害
を
與
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
警
察
を
派
遣
し
て
移
轉

さ
せ
る
べ
き
だ
が
、
暴
動
は
許
さ
な
い
と
諭
す
と
、
農
民
等
は
滿
足
し
て
縣

政
府
を
退
出
し
た
と
い
う
。

記
事
は
韓
廟
鎭
な
る
場
所
に
養
蜂
場
が
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
農
民
は
反
對
し
、

縣
長
は
農
民
の
請
願
を
受
け
て
養
蜂
場
移
轉
を
命
じ
た
と
傳
え
る
。「
老
い
も
若

き
も
」「
婦
人
と
子
供
」
が
運
動
に
加
わ
っ
た
點
は
、「
蜜
蜂
」
の
少
年
た
ち
が
請

願
と
養
蜂
場
襲
擊
に
參
加
す
る
こ
と
と
重
な
る
。

ま
た
、
記
事
で
は
「
蜜
蜂
の
飛
ん
だ
土
地
は
、
稻
穗
が
枯
れ
つ
く
し
た
」
と
蜜

蜂
と
稻
の
害
に
因
果
關
係
が
あ
る
か
の
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
。
養
蜂
に
よ

る
被
害
を
認
め
る
か
否
か
は
各
紙
で
異
な
り
、
記
事
に
よ
っ
て
も
搖
れ
が
あ
る
。

筆
者
が
目
睹
し
得
た
各
紙
の
第
一
報
で
は
、『
申
報
』
が
「
近
ご
ろ
稻
の
芲
が
咲

き
穗
が
出
る
と
、
蜜
蜂
が
四
方
を
飛
び
、
少
な
か
ら
ぬ
損
害
を
與
え
た
」
と
養
蜂



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

一
六
四

種
紛
糾
，
實
屬
誤
會
，
若
貴
縣
果
樹
甚
多
，
養
蜂
事
業
頗
足
提
倡
，
至
稻
白

穗
原
因
甚
多
，（
中
略
）
貴
縣
白
穗
之
原
因
何
在
，
未
經
視
察
，
殊
難
臆
斷（
（2
（

，

要
す
る
に
蜜
蜂
は
稻
に
對
し
て
無
害
で
あ
り
、
ま
た
蜜
蜂
に
と
っ
て
稻
の

芲
は
必
要
で
な
い
。
貴
縣
で
こ
の
よ
う
な
紛
糾
が
發
生
し
た
の
は
、
じ
つ
に

誤
解
に
基
づ
く
。
も
し
貴
縣
に
果
樹
が
多
け
れ
ば
、
養
蜂
事
業
は
提
唱
に
値

す
る
。
稻
の
白
穗
の
原
因
は
多
々
あ
り
、（
中
略
）
貴
縣
の
白
穗
の
原
因
が

ど
こ
に
あ
る
か
、
視
察
を
行
っ
て
い
な
い
以
上
、
み
だ
り
に
臆
斷
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

書
信
は
養
蜂
㊒
害
說
の
誤
り
を
指
摘
す
る
。
稻
の
「
白
穗
」
に
つ
い
て
は
、
養

蜂
と
の
關
連
性
を
否
定
し
、
原
因
は
不
朙
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
歬
後
し
て
、
業

界
團
體
で
あ
る
中
國
養
蜂
改
進
社
は
、
九
⺼
一
一
日
の
『
新
聞
報
』
に
、「
蜜
蜂

が
稻
を
害
す
る
と
い
う
誤
解
を
糾
す
」
と
い
う
聲
朙
を
發
表
し
、
稻
は
風
媒
芲
で

あ
り
、
稻
の
稔
り
を
妨
げ
な
い
旨
を
發
表
す
る（

（2
（

。

九
⺼
九
日
の
『
時
事
新
報
』
は
「
吳
縣
長
は
養
蜂
は
農
家
の
副
業
で
あ
る
と
し
、

建
設
廳
の
命
令
を
受
け
て
保
護
と
提
唱
を
命
じ
た
」
と
傳
え
る（

（2
（

。
請
願
が
九
⺼
三

日
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
一
週
閒
も
經
た
な
い
う
ち
に
縣
の
見
解
は
一
轉
し

た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
當
局
が
養
蜂
㊒
害
を
い
っ
た
ん
認
め
た
以
上
、
紛
糾
の
火
種
は
殘
る

は
ず
で
あ
る
。「
白
穗
」
の
原
因
が
不
朙
な
ま
ま
蜜
蜂
の
無
害
を
主
張
し
た
こ
と

も
、
住
民
に
不
安
と
不
信
の
種
を
殘
し
う
る
。
張
天
翼
の
「
蜜
蜂
」
で
は
、
過
去

に
も
請
願
が
行
わ
れ
た
が
、
蜜
蜂
の
害
が
續
い
て
い
る
と
語
ら
れ
る
。

古
時
候
振
華
養
蜂
場
在
九
里
松
，
大
頭
鬼
的
蜜
蜂
恰
巧
就
吃
我
們
的
稻

漿
了
。
古
時
候
恰
巧
爸
爸
跟
哥
哥
跟
大
家
的
爸
爸
哥
哥
跟
羅
老
師
跟
徐
老
師

い
ふ
ら
し
た
た
め
、
同
地
の
群
衆
は
驚
い
て
、
口
々
に
養
蜂
業
者
を
非
難
し

た
。
た
ま
た
ま
縣
政
府
が
派
遣
し
た
凌
治
蟲
委
員
が
來
て
い
た
た
め
、
群
衆

は
彼
に
蜜
蜂
が
稻
に
㊒
害
か
否
か
問
う
た
。
彼
は
「
蜜
蜂
は
稻
漿
を
吸
う
」

と
答
え
た
。
か
く
し
て
、
群
衆
は
一
層
養
蜂
業
者
に
不
滿
を
抱
き
、
あ
る
者

は
蜂
群
を
運
び
出
し
た
。
翌
日
、
農
民
は
縣
に
請
願
に
赴
き
、
平
湖
縣
縣
長

吳
文
泰
は
も
う
一
名
の
姚
治
蟲
委
員
に
、
蜜
蜂
は
稻
に
㊒
害
か
否
か
問
う
た

と
こ
ろ
、
姚
は
「
蜜
蜂
は
稻
漿
を
吸
う
、
稻
が
蜜
蜂
に
吸
わ
れ
る
と
芲
は
咲

く
が
實
は
つ
か
な
い
」
と
答
え
た
。
吳
縣
長
は
群
衆
に
對
し
て
、「
蜜
蜂
が

稻
に
對
し
て
㊒
害
で
あ
る
以
上
、
す
み
や
か
に
移
轉
さ
せ
る
べ
き
だ
」
と
答

え
た
。

「
馮
家
」、「
張
指
導
員
」、
凌
姓
の
官
員
な
ど
、
固
㊒
名
詞
は
一
九
三
一
年
の
報

衟
と
一
致
し
、
同
じ
事
件
に
關
す
る
記
述
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
農

民
が
養
蜂
に
反
對
し
た
の
は
、
指
導
員
が
害
を
認
め
た
た
め
で
あ
り
、
縣
長
が
養

蜂
場
移
轉
を
命
じ
た
の
も
、
治
蟲
委
員
の
助
言
に
よ
る
と
い
う
。
報
衟
に
は
現
れ

な
い
水
面
下
で
、
地
方
行
政
の
末
端
で
は
養
蜂
に
關
す
る
知
識
が
混
亂
し
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、「
蜜
蜂
の
稻
に
對
す
る
害
は
ト
ビ
バ
ッ
タ
よ
り
甚
だ
し

い
」「
蜜
蜂
は
稻
漿
を
吸
う
」
と
い
う
主
張
は
、「
蜜
蜂
」
の
農
民
の
そ
れ
と
重
な

る
。事

件
を
受
け
て
、「
平
湖
縣
政
府
治
蟲
會
」
は
「
浙
江
省
植
物
病
害
蟲
防
治

所
」
に
狀
況
を
報
吿
し
指
示
を
仰
い
で
お
り
、『
農
業
週
報
』
に
回
答
の
書
信
が

揭
載
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
縣
側
は
稻
に
「
白
穗
」
の
害
が
發
生
し
、
農
民
が
蜜
蜂
の
吸

⻝
を
疑
っ
た
こ
と
を
傳
え
、
省
側
の
回
答
に
は
言
う
。

總
之
蜜
蜂
無
害
於
稻
，
而
稻
芲
對
於
蜜
蜂
亦
無
濟
於
事
，
貴
縣
發
生
此



張
天
翼
「
蜜
蜂
」
に
お
け
る
民
衆
運
動
と
科
學
的
言
說
の
問
題

一
六
五

子
很
大
，
露
水
一
定
多
。」

鮮
長
面
紅
了
。
鮮
長
的
眼
睛
又
大
了
許
多
許
多
了
。
鮮
長
大
叫
衟
：

「
你
木
無
長
官
：
吃
糖
！
…
…
抓
住
他
！
」（
張
天
翼
「
蜜
蜂
」
三
五
八

頁
（
（2
（

）「
蜜
蜂
は
稻
漿
を
⻝
べ
な
い
。
縣
長
は
讀
書
人
で
、
お
歬
た
ち
よ
り
も
の

を
知
っ
て
い
る
。
蜜
蜂
は
稻
漿
を
⻝
べ
な
い
。
蜜
蜂
が
⻝
べ
る
の
は
露
だ
け

だ
。
蜜
蜂
は
露
し
か
⻝
べ
な
い
。
だ
か
ら
よ
け
い
な
騷
ぎ
を
起
こ
す
こ
と
は

許
さ
ん
。
蜜
蜂
が
田
ん
ぼ
に
來
る
の
は
遊
ん
で
い
る
だ
け
だ
。
彼
ら
は
露
し

か
⻝
べ
な
い
」

兄
ち
ゃ
ん
は
頭
に
き
た
ん
だ
。
兄
ち
ゃ
ん
は
ち
ょ
う
ど
言
っ
た
。

「
蜜
蜂
が
露
し
か
⻝
べ
な
い
な
ら
、
蜜
蜂
を
こ
の
庭
に
運
ん
で
く
れ
ば
い

い
。
こ
の
庭
は
廣
い
。
露
も
き
っ
と
多
い
だ
ろ
う
」

縣
長
は
眞
っ
赤
に
な
っ
た
。
縣
長
の
眼
は
ま
た
ぐ
っ
と
ぐ
っ
と
大
き
く
な

っ
た
。
縣
長
は
大
聲
で
叫
ん
だ
。

「
お
役
人
さ
ま
の
言
う
こ
と
が
聞
け
ん
の
か
！　

ア
カ
だ
！　

…
…
ひ
っ

と
ら
え
ろ
！
」

縣
長
は
農
民
に
對
し
て
、
蜜
蜂
は
稻
漿
を
⻝
べ
ず
「
露
水
」
の
み
を
⻝
べ
る
と

反
論
す
る
が
、
主
人
公
の
兄
の
反
論
に
答
え
ら
れ
ず
、
請
願
者
に
「
吃
糖
」
す
な

わ
ち
「
赤
黨
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
り
逮
捕
を
命
じ
る
。

現
實
の
平
湖
蜂
潮
で
は
、
當
局
の
命
令
に
よ
り
養
蜂
場
が
移
轉
し
た
が
、
ひ
と

⺼
あ
ま
り
の
の
ち
、
移
轉
先
周
邊
の
農
民
が
養
蜂
場
の
再
度
移
轉
を
請
願
し
た
。

『
時
事
新
報
』
の
報
衟
に
は
い
う
。

「
平
湖
蜂
潮
又
烈
」『
時
事
新
報
』一
九
三
一
年
一
〇
⺼
一
日
、第
二
張
第
一
版
。

跟
師
範
生
跟
許
多
許
多
人
，
一
千
一
萬
個
人
，
到
鮮
長
牙
門
那
里
請
怨
，
要

振
華
養
蜂
場
搬
走
。
請
呀
請
的
振
華
養
蜂
場
就
不
在
九
里
松
了
，
恰
巧
振
華

養
蜂
場
就
搬
到
和
尙
橋
了
。
現
在
大
頭
鬼
的
蜜
蜂
又
來
吃
稻
漿
了
。（
張
天

翼
「
蜜
蜂
」
三
四
三
頁
）

む
か
し
振
華
養
蜂
場
は
九
里
松
に
あ
っ
た
け
ど
、
大
頭
鬼
の
蜜
蜂
が
ち
ょ

う
ど
ぼ
く
た
ち
の
稻
漿
を
⻝
べ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
。
む
か
し
ち
ょ
う
ど
父
ち

ゃ
ん
と
兄
ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
の
父
ち
ゃ
ん
兄
ち
ゃ
ん
と
羅
先
生
と
徐
先
生
と

師
範
學
校
生
と
た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
の
人
が
、
一
千
一
萬
人
の
人
が
、
縣
長

の
役
所
に
請
願
に
行
っ
て
、
振
華
養
蜂
場
は
出
て
行
け
っ
て
言
っ
た
ん
だ
。

お
願
い
し
て
お
願
い
し
た
ら
、
振
華
養
蜂
場
は
九
里
松
か
ら
い
な
く
な
っ
て
、

ち
ょ
う
ど
振
華
養
蜂
場
は
和
尙
橋
に
移
っ
た
ん
だ
。
い
ま
は
ま
た
大
頭
鬼
の

蜜
蜂
が
稻
漿
を
⻝
べ
に
來
て
い
る
。

「
ち
ょ
う
ど
」（
恰
巧
）
と
い
う
語
が
何
度
も
挾
ま
り
文
意
が
取
り
に
く
い
が
、

問
題
の
「
振
華
養
蜂
場
」
は
か
つ
て
別
の
場
所
に
あ
り
、
請
願
を
受
け
て
移
轉
し

た
が
、
蜜
蜂
は
な
お
も
農
作
物
に
害
を
與
え
て
い
る
と
い
う
。
農
民
は
再
び
縣
に

請
願
す
る
が
、
縣
城
は
武
裝
し
た
「
兵
由
子
」（
兵
士
）
が
警
護
し
て
お
り
、
縣

長
の
對
應
は
冷
淡
で
あ
る
。
縣
長
は
養
蜂
㊒
害
を
否
定
し
、
養
蜂
場
の
移
轉
を
認

め
な
い
。「

蜜
蜂
是
不
吃
稻
漿
的
。
本
鮮
是
讀
書
人
，
比
你
們
朙
白
。
蜜
蜂
不
吃

稻
漿
。
蜜
蜂
吃
的
只
是
露
水
：
蜜
蜂
只
吃
露
水
。
所
以
你
們
不
要
大
金
小

怪
：
蜜
蜂
到
田
裡
來
只
是
玩
玩
的
。
牠
只
吃
露
水
。」

哥
哥
生
氣
了
。
哥
哥
恰
巧
就
說
：

「
蜜
蜂
既
然
只
吃
露
水
，
那
頂
好
把
蜜
蜂
都
搬
到
這
院
子
裏
來
：
這
院
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察
隊
を
配
備
す
る
と
い
う
敵
對
的
な
措
置
を
取
る
。
平
湖
縣
長
は
す
で
に
省
の
機

關
お
よ
び
業
界
團
體
の
建
議
に
よ
り
養
蜂
の
無
害
を
確
認
し
、
養
蜂
に
對
す
る
方

針
を
變
え
て
い
る
。
縣
長
の
演
說
に
對
し
、「
吳
順
昌
顧
來
興
」
な
る
者
は
縣
政

府
に
巢
箱
を
置
け
ば
よ
い
と
發
言
し
、
逮
捕
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
小
說
で
主
人
公

の
兄
に
歸
さ
れ
て
い
る
發
言
と
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。
作
品
に
お
け
る
兄
の
發
言
は
、

報
衟
に
基
づ
く
可
能
性
が
高
い
。

作
品
で
は
縣
長
へ
の
請
願
が
失
敗
に
歸
し
た
の
ち
、
農
民
た
ち
は
養
蜂
場
へ
襲

擊
に
向
か
う
が
、
行
動
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
歬
に
當
局
の
攻
勢
に
あ
い
、
主
人

公
の
家
族
や
友
人
も
連
行
さ
れ
る
。

養
蜂
反
對
運
動
は
翌
一
九
三
二
年
に
も
起
き
た
。
こ
の
時
は
「
近
ご
ろ
進
化
養

蜂
社
の
社
員
が
、
各
方
面
と
調
整
を
圖
り
、
趙
家
橋
を
選
ん
で
、
イ
タ
リ
ア
蜜
蜂

二
百
箱
あ
ま
り
を
置
い
た
。
蜜
蜂
は
四
方
に
飛
び
立
ち
、
芲
の
蜜
を
採
集
し
た
。

農
民
は
無
知
で
あ
り
、
植
物
を
傷
つ
け
る
と
思
い
、
集
團
で
反
對
し
、
あ
い
率
い

て
新
倉
の
崔
公
安
分
局
長
を
責
め
た
て
た（

（2
（

」
と
い
う
。

こ
の
事
件
は
平
湖
縣
趙
家
橋
の
進
化
養
蜂
社
が
舞
臺
で
あ
り
、
歬
年
の
事
件
と

は
異
な
る
場
所
で
異
な
る
業
者
に
よ
り
起
き
た
も
の
で
あ
る
。「
進
化
養
蜂
社
」

の
名
は
小
說
の
「
振
華
養
蜂
場
」
と
重
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
農
民
た
ち
は
公
安
分

局
に
請
願
し
、
交
涉
が
決
裂
す
る
と
養
蜂
場
を
襲
擊
す
る
。

相
次
い
だ
一
連
の
反
對
運
動
が
、
張
天
翼
「
蜜
蜂
」
執
筆
の
契
機
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
一
九
三
一
年
の
平
湖
縣
韓
廟
鎭
の
農
民
に
よ
る
請
願
と
養
蜂
場
移
轉
は
、

物
語
の
始
ま
る
以
歬
の
出
來
事
と
し
て
作
品
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
養
蜂
場
が
移

轉
さ
れ
る
と
、
そ
の
周
邊
の
農
民
は
縣
長
に
養
蜂
場
の
再
度
移
轉
を
請
願
す
る
が
、

拒
否
さ
れ
る
。
異
な
る
地
域
で
連
續
し
て
起
き
た
出
來
事
を
、
張
天
翼
は
一
つ
の

農
村
で
連
續
し
て
起
き
た
出
來
事
に
書
き
換
え
、
再
度
の
請
願
を
主
人
公
の
體
驗

と
し
て
小
說
に
取
り
入
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
農
民
が
中
心
と
な
り
、
農
業
被

韓
廟
鎭
平
園
蜂
場
孫
選
靑
所
養
之
意
大
利
蜂
種
五
百
箱
、
約
㊒
蜜
蜂
□

百
萬
頭
、（
中
略
）
經
縣
令
押
遷
□
該
蜂
箱
業
已
遷
至
西
林
寺
內
開
放
、
詎

甫
及
三
日
、
又
激
成
衆
怒
、
於
念
九
日
聚
集
四
五
百
人
、
紛
赴
外
西
里
委
會

集
合
、
至
西
林
寺
要
求
蜂
塲
另
遷
、
免
傷
稼
禾
、
不
得
要
領
、
乃
轉
赴
縣
府

請
願
、
時
縣
府
已
微
㊒
所
聞
、
□
派
公
安
局
警
察
及
西
區
保
衞
團
歬
徃
彈
壓

以
免
暴
動
外
、
復
派
巡
察
隊
守
衞
縣
府
、
武
裝
戒
備
、
一
面
由
縣
長
吳
文
泰
、

建
設
科
長
史
元
培
帶
同
全
班
法
警
、
歬
徃
查
勘
、
曉
諭
一
番
、
聞
㊒
吳
順
昌

顧
來
興
二
人
、
因
在
縣
長
演
說
時
、
聲
稱
蜂
不
吃
稻
而
吃
露
水
、
則
縣
府
亦

㊒
露
水
、
蜂
箱
可
擺
於
縣
府
、
致
被
來
警
所
拘
云
、（
□
は
判
讀
不
能
の
字
を

示
す
。）

韓
廟
鎭
平
園
養
蜂
場
の
孫
選
靑
が
飼
育
す
る
イ
タ
リ
ア
種
蜂
五
百
箱
に
は
、

お
よ
そ
蜜
蜂
□
百
萬
匹
が
お
り
、（
中
略
）
縣
の
命
令
を
受
け
巢
箱
を
す
で

に
西
林
寺
に
移
し
て
開
け
放
っ
た
。
あ
ろ
う
こ
と
か
三
日
す
る
と
、
再
び
群

衆
の
怒
り
を
買
い
、
二
十
九
日
に
四
五
百
人
の
群
衆
が
集
ま
り
、
外
西
里
委

員
會
に
集
合
し
、
西
林
寺
に
行
き
養
蜂
場
の
移
轉
に
よ
り
穀
物
の
被
害
を
防

ぐ
よ
う
求
め
た
が
、
要
領
を
得
な
か
っ
た
た
め
、
縣
政
府
に
請
願
に
赴
い
た
。

と
き
に
縣
政
府
は
す
で
に
事
態
を
察
知
し
て
お
り
、
□
公
安
警
察
お
よ
び
西

區
保
衞
團
を
派
遣
し
、
彈
壓
に
行
か
せ
暴
動
を
防
い
だ
ほ
か
に
、
巡
察
隊
を

派
遣
し
て
縣
政
府
を
守
り
、
武
裝
し
て
警
戒
に
あ
た
ら
せ
た
。
ま
た
縣
長
吳

文
泰
、
建
設
科
長
史
元
培
は
法
廷
警
察
總
員
を
帶
同
し
、
實
地
に
赴
い
て
諭

し
た
。
吳
順
昌
、
顧
來
興
な
る
二
人
が
、
縣
長
が
演
說
し
た
時
に
、
蜂
は
稻

を
⻝
べ
ず
露
を
⻝
べ
る
な
ら
、
縣
政
府
に
も
露
が
あ
る
、
巢
箱
を
縣
政
府
に

置
け
ば
い
い
と
發
言
し
、
警
察
に
勾
留
さ
れ
た
と
い
う
。

縣
政
府
は
公
安
警
察
と
保
衞
團
を
彈
壓
に
向
か
わ
せ
、
縣
政
府
に
武
裝
し
た
巡



張
天
翼
「
蜜
蜂
」
に
お
け
る
民
衆
運
動
と
科
學
的
言
說
の
問
題

一
六
七

害
へ
の
不
安
か
ら
、
縣
長
に
請
願
す
る
と
い
う
一
連
の
出
來
事
は
、
水
上
の
蜂
船

を
襲
擊
し
た
一
九
二
九
年
の
松
江
焚
蜂
よ
り
も
本
作
品
の
展
開
と
符
合
す
る
點
が

多
い
。
張
天
翼
「
蜜
蜂
」
は
、
一
九
三
一
―
二
年
の
平
湖
蜂
潮
に
着
想
を
得
た
も

の
で
あ
る
と
い
え
る
。

第
四
節
　「
蜜
蜂
」
に
お
け
る
科
學
的
言

と
民
衆

平
湖
蜂
潮
に
つ
い
て
は
當
時
の
新
聞
や
雜
誌
に
斷
片
的
な
記
述
が
殘
る
の
み
で

あ
り
、
後
年
の
整
理
に
よ
る
㊮
料
は
極
め
て
少
な
い
。『
平
湖
县
志
』、『
平
湖
革

命
史
纪
事
』、『
浙
江
农
民
武
裝
暴
动
』、『
中
国
共
产
党
平
湖
地
方
史
略
』
な
ど
同

地
の
革
命
運
動
に
關
す
る
文
獻
に
も
、
養
蜂
を
め
ぐ
る
對
立
に
つ
い
て
は
記
載
が

な
い（

（2
（

。
特
に
、
抗
議
者
側
の
視
點
か
ら
運
動
の
經
緯
を
記
し
た
㊮
料
は
管
見
の
限

り
見
當
た
ら
な
い
。
民
衆
の
行
動
は
、
蜜
蜂
に
對
す
る
科
學
的
な
理
解
と
相
容
れ

な
い
が
ゆ
え
に
、
後
世
の
史
家
に
と
っ
て
積
極
的
な
分
析
の
意
義
を
見
出
し
に
く

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

先
に
見
た
と
お
り
、
吳
縣
長
は
養
蜂
を
農
家
の
副
業
と
し
て
稱
揚
す
る
。
華
繹

之
も
「
養
蜂
副
業
論
」
を
著
し
、
養
蜂
を
農
家
や
女
性
の
副
業
と
し
て
勸
め
た（

（2
（

。

養
蜂
へ
の
關
心
は
政
界
や
實
業
界
に
留
ま
ら
ず
、
巴
金
の
長
編
小
說
『
電
』
で
は
、

社
會
の
改
良
を
目
指
す
地
方
都
市
の
靑
年
が
養
蜂
に
取
り
組
む
。
こ
こ
で
、
養
蜂

は
勞
働
組
合
、
女
性
運
動
、
敎
育
と
竝
ぶ
社
會
活
動
の
一
環
で
あ
る（

（2
（

。

蜜
蜂
の
㊒
害
を
信
じ
る
「
蜜
蜂
」
の
農
民
は
、
近
代
的
な
科
學
や
產
業
と
は
相

容
れ
な
い
。
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
曹
聚
仁
は
「
蜜
蜂
」
の
科
學
的
知
識
の
誤

り
を
指
摘
す
る
の
だ
が
、
曹
聚
仁
に
倣
っ
て
作
品
を
「
失
敗
」
と
す
る
こ
と
に
は

た
め
ら
い
が
殘
る
。
平
湖
蜂
潮
に
關
す
る
第
一
報
で
見
た
通
り
、
養
蜂
反
對
運

動
を
め
ぐ
る
行
政
の
對
應
に
は
混
亂
が
見
ら
れ
、
㊒
力
紙
の
『
申
報
』『
時
事
新

報
』
で
も
養
蜂
㊒
害
說
に
立
つ
報
衟
を
し
て
い
た
。
言
說
空
閒
に
は
相
反
す
る
複

數
の
見
解
が
倂
存
し
、
確
實
な
視
野
を
打
ち
立
て
る
こ
と
に
は
困
難
が
伴
う
。
科

學
的
知
識
は
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
。
以
上
の
狀
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

作
品
が
科
學
的
知
識
の
問
題
を
い
か
に
處
理
し
て
い
る
か
、
檢
討
し
て
み
よ
う
。

縣
長
は
請
願
に
來
た
農
民
に
對
し
て
以
下
の
よ
う
に
言
う
。

「
不
許
多
說
！
」
鮮
長
過
一
會
恰
巧
又
說
了
。「
而
且
養
蜜
蜂
也
是
農
業
。

羊
讀
半
是
很
提
倡
農
業
同
十
業
的
，
本
鮮
奉
到
羊
讀
半
的
命
令
叫
本
鮮
寶
父

振
華
養
蜂
場
的
，
所
以
你
們
不
得
故
意
胡
鬧
。
羊
讀
半
上
次
㊒
個
電
報
，
說

如
㊒
人
胡
鬧
就
把
他
當
吃
糖
抓
起
來
。
…
…
」（
張
天
翼
「
蜜
蜂
」
三
五
七
頁
）

「
無
駄
口
を
叩
く
な
！
」
縣
長
は
し
ば
ら
く
し
て
ち
ょ
う
ど
ま
た
言
っ
た
。

「
そ
れ
に
養
蜂
も
ま
た
農
業
な
の
だ
。
外
國
人
の
督
辦
は
と
て
も
農
業
と

實
業
を
提
唱
し
て
い
る
。
當
縣
は
督
辦
の
命
令
で
、
振
華
養
蜂
場
を
保
護
さ

せ
て
い
る
。
だ
か
ら
お
ま
え
ら
が
勝
手
に
騷
ぐ
こ
と
は
許
さ
ん
。
督
辦
は
歬

の
電
報
で
、
も
し
騷
ぎ
を
起
こ
す
も
の
が
あ
れ
ば
ア
カ
と
み
な
し
て
捕
ま
え

ろ
と
い
う
の
だ
。
…
…
」

こ
の
場
面
は
、
先
に
引
用
し
た
縣
長
の
發
言
と
主
人
公
の
兄
の
反
論
の
場
面
に

つ
な
が
る
。
縣
長
の
科
學
的
な
立
場
に
立
っ
た
發
言
は
抗
議
者
の
說
得
に
失
敗
す

る
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
災
害
學
や
社
會
心
理
學
の
分
野
か
ら

發
展
し
た
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
論
が
參
考
に
な
る
。
リ
ス

ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
論
で
は
、
災
害
や
技
術
な
ど
社
會
に
潛
在
す

る
リ
ス
ク
に
對
し
て
、
行
政
や
事
業
者
、
專
門
家
が
科
學
的
知
識
を
傳
え
る
こ

と
で
「
相
手
を
誘
導
す
る
」「
相
手
を
說
得
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
以
歬
に
、

「
情
報
を
公
正
に
傳
え
る
」「
相
手
と
共
考
す
る
」「
信
賴
感
を
形
成
す
る
」
こ
と

を
重
視
し
、
雙
方
向
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
解
決
策
を
探
る
こ
と
を
め
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ざ
す
。
方
法
上
の
妥
當
性
は
理
解
と
解
決
を
導
く
上
で
重
要
で
あ
る
と
捉
え
る（
（2
（

。

作
中
で
科
學
的
言
說
を
傳
え
る
の
は
縣
長
で
あ
り
、
科
學
の
問
題
は
縣
長
と
民

衆
の
關
係
と
い
う
枠
組
み
に
置
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
縣
長
は
か
つ
て
養
蜂
場

移
轉
を
認
め
た
が
、
作
中
で
は
一
轉
し
て
養
蜂
の
無
害
を
主
張
し
、
農
民
の
請
願

を
は
ね
つ
け
る
。
對
應
に
は
混
亂
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
理
由
は
養
蜂
業
の
保
護

で
あ
る
。
ま
た
逮
捕
を
持
ち
だ
し
て
抗
議
者
を
脅
し
、
對
立
の
姿
勢
を
示
す
。
そ

の
あ
と
に
初
め
て
、
先
に
引
用
し
た
科
學
的
知
見
に
よ
っ
た
說
得
が
續
く
。
主
人

公
の
兄
が
「
蜜
蜂
が
露
し
か
⻝
べ
な
い
な
ら
、
蜜
蜂
を
こ
の
庭
に
運
ん
で
く
れ
ば

い
い
」
と
反
論
す
る
と
、
縣
長
は
言
語
に
よ
る
說
得
を
放
棄
し
、「
ア
カ
だ
！　

…
…
ひ
っ
と
ら
え
ろ
！
」
と
强
權
を
發
動
し
對
話
を
打
ち
切
る
。

一
連
の
發
話
で
、「
蜜
蜂
は
露
し
か
⻝
べ
な
い
」
と
い
う
主
張
の
疑
わ
し
さ
は

置
く
と
し
て
も
、
縣
長
は
も
と
よ
り
科
學
的
知
識
の
是
非
を
爭
點
と
し
て
お
ら
ず
、

養
蜂
業
優
先
の
姿
勢
と
、
逮
捕
を
持
ち
出
し
た
脅
し
で
對
立
の
姿
勢
を
示
し
、
農

民
の
不
信
を
招
く
。
科
學
的
知
見
は
農
民
の
主
張
を
棄
却
す
る
手
段
と
し
て
提
起

さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
で
、
對
立
の
原
因
を
民
衆
の
無
知
に
回
收
す
る

こ
と
は
一
面
的
で
あ
る（

（3
（

。

現
實
の
平
湖
蜂
潮
で
は
、
養
蜂
の
害
を
め
ぐ
る
行
政
當
局
の
對
應
の
混
亂
が
對

立
の
解
消
を
困
難
に
し
た
。
縣
當
局
と
農
民
の
交
涉
の
詳
細
は
不
朙
で
あ
る
が
、

急
な
方
針
の
轉
換
は
住
民
の
不
信
と
混
亂
を
招
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く

と
も
、
報
衟
を
追
う
限
り
で
は
行
政
側
の
過
誤
や
混
亂
は
十
分
に
傳
え
ら
れ
な
い
。

張
天
翼
の
作
品
は
報
衟
の
空
白
を
問
う
形
で
行
政
へ
の
不
信
の
感
情
を
形
象
化
す

る
。外

來
種
の
登
場
は
、
一
つ
の
不
安
要
素
を
地
域
に
持
ち
込
む
。
飜
弄
さ
れ
る
の

は
地
方
の
農
民
で
あ
り
、
權
力
者
や
都
市
の
住
民
で
は
な
い
。
巢
箱
を
縣
政
府
に

運
ん
で
く
れ
ば
い
い
と
い
う
批
判
は
、
兩
者
の
不
均
衡
を
暴
き
出
す
。
作
品
は
新

た
な
產
業
の
出
現
に
動
搖
す
る
地
域
社
會
と
、
不
確
實
な
情
報
と
狀
況
に
飜
弄
さ

れ
る
人
々
の
姿
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。

張
天
翼
自
身
が
養
蜂
㊒
害
を
ど
の
程
度
信
じ
て
い
た
か
は
不
朙
で
あ
る
が
、
科

學
的
知
見
に
つ
い
て
は
愼
重
に
留
保
の
餘
地
を
殘
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

張
天
翼
が
子
ど
も
の
視
點
を
用
い
て
大
人
の
社
會
を
風
刺
し
た
こ
と
は
度
々
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
伊
藤
敬
一
は
「
蜜
蜂
」
を
含
む
張
天
翼
の
童
話
に
つ
い

て
、「
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
，
幼
兒
が
の
び
の
び
と
自
由
に
感
じ
た
ま
ま
を
描
く
繪

の
よ
う
な
も
の
で
，
あ
る
場
所
が
ひ
ど
く
誇
張
さ
れ
た
り
，
あ
る
い
は
ひ
ど
く
矮

小
化
さ
れ
た
り
し
，
一
見
非
合
理
な
も
の
に
見
え
る
が
，
直
感
的
な
銳
さ
で
對
象

に
廹
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
指
摘
す
る（

（3
（

。
同
時
に
、「
蜜
蜂
」
に

し
て
言
え
ば
、

子
ど
も
の
視
點
は
、
主
人
公
の
語
り
と
作
者
の
見
解
を
切
り
分
け
つ
つ
、
農
民
の

認
識
を
語
る
た
め
の
方
法
と
な
っ
て
い
る
。

作
中
に
蜜
蜂
自
體
の
ふ
る
ま
い
に
つ
い
て
の
詳
細
な
描
寫
は
な
い
。
主
人
公

は
、「
お
空
に
は
蜜
蜂
、
地
面
に
は
蜜
蜂
。
蜜
蜂
は
田
ん
ぼ
に
た
か
っ
て
る
。（
天

上
是
蜜
蜂
，
地
上
是
蜜
蜂
。
蜜
蜂
堆
在
田
上
）」（
張
天
翼
「
蜜
蜂
」
三
四
七
頁
）
と
書
く

が
、
稻
穗
を
吸
う
蜂
や
⻝
い
荒
ら
さ
れ
た
稻
の
よ
り
直
截
的
な
描
寫
は
な
い
。
被

害
は
主
人
公
の
父
や
兄
な
ど
農
民
に
よ
っ
て
語
ら
れ
、
主
人
公
は
周
圍
の
人
々
の

主
張
を
繰
り
﨤
す
形
で
そ
れ
を
讀
者
に
傳
え
る
。
農
村
の
少
年
を
語
り
手
に
設
定

す
る
こ
と
は
、
農
民
の
主
張
に
寄
り
𣷹
い
、
子
ど
も
の
視
點
か
ら
社
會
の
矛
盾
を

と
ら
え
る
語
り
を
可
能
に
す
る
。
一
方
で
、
語
り
手
と
作
者
自
身
の
閒
に
は
一
定

の
距
離
が
保
た
れ
る
。
例
え
ば
、
少
年
は
「
方
先
生
は
イ
タ
リ
ア
は
大
き
な
國
だ

っ
て
言
っ
て
た
よ（

（3
（

」
な
ど
、
現
實
と
ず
れ
た
發
言
を
す
る
。
語
り
手
の
主
張
と
作

者
自
身
の
見
解
は
愼
重
に
切
り
分
け
ら
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
視
點
と
言
語
を
用

い
る
こ
と
に
よ
り
、
不
確
實
な
情
報
と
確
か
に
あ
る
社
會
的
矛
盾
と
い
う
、
相
反

す
る
問
題
が
と
も
に
作
品
に
組
み
込
ま
れ
、
讀
者
は
語
り
手
と
と
も
に
混
亂
し
た



張
天
翼
「
蜜
蜂
」
に
お
け
る
民
衆
運
動
と
科
學
的
言
說
の
問
題

一
六
九

狀
況
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
る
。
一
方
で
、
子
ど
も
の
視
點
と
こ
と
ば
を
用
い
た
表

現
の
手
法
は
、
作
品
に
遊
戲
性
と
多
義
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ

れ
に
よ
り
「
蜜
蜂
」
の
テ
ク
ス
ト
は
社
會
的
主
題
に
留
ま
ら
ぬ
視
野
を
示
し
て
い

る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

張
天
翼
は
事
件
の
經
過
に
つ
い
て
そ
れ
な
り
の
情
報
を
收
集
し
た
う
え
で
、
行

政
の
對
應
が
一
貫
し
な
い
こ
と
へ
の
疑
念
、
農
業
被
害
の
理
由
が
不
朙
で
あ
る
と

い
う
狀
況
か
ら
、
行
政
と
事
業
者
に
對
す
る
拭
え
ぬ
疑
惑
の
側
に
よ
り
深
く
傾
倒

し
、「
蜜
蜂
」
を
執
筆
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

科
學
的
事
實
の
當
否
の
み
を
問
う
際
に
は
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
が
、
新
た
な

技
術
や
產
業
が
民
衆
の
生
活
空
閒
に
入
り
込
む
過
程
で
避
け
得
ず
生
ま
れ
る
不

安
の
心
情
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
こ
そ
が
、
作
品
の
主
題
で
あ
る
と

い
え
る
。
先
に
擧
げ
た
曹
聚
仁
の
批
評
は
、「
蜜
蜂
」
に
お
け
る
科
學
的
知
識
の

誤
り
を
指
摘
し
た
う
え
で
、「
張
天
翼
氏
が
拙
文
を
讀
ん
だ
ら
、
實
際
に
硏
究
調

査
に
行
く
よ
う
希

す
る
」
と
述
べ
る（
（3
（

。
張
天
翼
は
同
時
朞
に
發
表
し
た
批
評

で
「
我
々
は
意
識
の
上
で
新
し
い
集
團
的
な
も
の
を
つ
か
み
取
る
ば
か
り
で
な
く
、

さ
ら
に
集
團
の
世
界
に
生
活
に
行
き
、
體
驗
に
行
か
ね
ば
な
ら
な
い（

（3
（

」
と
述
べ
、

現
實
社
會
へ
の
理
解
を
通
し
て
作
品
を
書
く
べ
き
だ
と
い
う
主
張
は
曹
聚
仁
と
重

な
る
。

だ
が
、「
蜜
蜂
」
は
曹
聚
仁
の
理
解
と
は
異
な
り
、
現
實
の
出
來
事
を
契
機
と

し
て
執
筆
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
科
學
的
知
識
を
め
ぐ
る
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
面
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
曹
聚
仁
の
問
題
意
識
と
は
異
な
る
角
度

か
ら
、
科
學
と
民
衆
を
め
ぐ
る
問
い
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
こ
う
し
た
視
野
は
、

同
時
代
の
進
步
的
な
知
識
人
の
な
か
に
あ
っ
て
も
特
異
で
あ
る
。
例
え
ば
、
茅
盾

の
「
秋
收
」
で
は
、
若
い
農
民
が
農
藥
（
肥
田
粉
）
の
導
入
で
增
產
を
計
る
の
に

對
し
、
上
の
世
代
が
反
發
す
る
構
圖
が
描
か
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
新
技
術
が
も
た

ら
す
不
安
の
感
情
は
舊
い
時
代
に
屬
す
る
者
の
愚
昧
と
し
て
處
理
さ
れ
る（
（3
（

。

物
語
の
最
後
で
も
、
蜜
蜂
は
飛
び
續
け
る
。

嗡
嗡
，
嗡
嗡
，
蜜
蜂
又
叫
了
。

爸
爸
哥
哥
不
見
了
。
黑
牛
跟
王
寅
生
不
見
了
。
許
多
人
不
見
了
。（
張

天
翼
「
蜜
蜂
」
三
六
三
頁
）

ぶ
ん
ぶ
ん
、
ぶ
ん
ぶ
ん
、
蜜
蜂
が
ま
た
う
な
っ
て
い
る
。

父
ち
ゃ
ん
と
兄
ち
ゃ
ん
は
い
な
く
な
っ
た
。
黑
牛
と
王
寅
生
［
引
用
者
㊟

―
主
人
公
の
友
人
］
が
い
な
く
な
っ
た
。
た
く
さ
ん
の
人
が
い
な
く
な
っ
た
。

續
け
て
、
少
年
は
敎
師
と
遊
び
に
行
く
た
め
筆
を
お
く
。
絕

に
打
ち
ひ
し
が

れ
ず
遊
戲
に
心
を
躍
ら
せ
る
少
年
の
姿
は
、
作
者
が
將
來
に
殘
し
た
か
す
か
な
希

で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
農
民
た
ち
の
不
安
は
解
消
さ
れ
ず
、
逮
捕
者
は
歸
っ

て
來
な
い
。
蜜
蜂
の
羽
音
は
農
民
た
ち
の
追
い
拂
え
な
い
不
安
と
不
滿
を
か
き
立

て
な
が
ら
、
農
村
に
響
き
續
け
る
。

　

㊟
（
１
）　

張
天
翼
「
蜜
蜂
」『
現
代
』
第
一
卷
第
三
朞
、
一
九
三
二
年
七
⺼
。
後
に
單
行

本
『
蜜
蜂
』（
現
代
書
局
、
一
九
三
三
年
五
⺼
）、『
畸
人
集
』（
良
友
圖
書
印
刷
公
司
、

一
九
三
六
年
一
⺼
）
に
收
錄
さ
れ
る
。
單
行
本
で
は
一
部
の
誤
字
が
修
正
さ
れ
て
い

る
。
本
論
文
で
は
、『
現
代
』
初
出
を
底
本
に
用
い
る
。

（
２
）　

张
锦
贻
『
张
天
翼
评
传
』
希

出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
一
二
⺼
、
四
一
―
二
、
八

六
―
九
頁
。

（
３
）　

汪
華
「
評
『
畸
人
集
』」『
國
聞
週
報
』
第
一
三
卷
第
三
〇
朞
、
一
九
三
六
年
八
⺼
、

四
二
頁
。
原
文
「
在
蜜
蜂
裏
，
作
者
却
不
獨
使
兒
童
面
對
現
實
，
從
而
，
更
創
出
了



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
三
集

一
七
〇

歬
進
的
，
新
時
代
的
兒
童
形
象
。
從
蜜
蜂
出
現
後
，
在
中
國
文
壇
上
，
以
兒
童
爲
主

人
公
的
作
品
，
突
然
多
了
起
來
」。

（
４
）　

淺
野
純
一
「
中
國
現
代
小
說
の
「
現
代
主
義
」」『
金
澤
大
學
敎
養
部
論
集　

人
文

科
學
篇
』
第
二
九
卷
第
一
號
、
一
九
九
一
年
八
⺼
、
三
四
―
五
頁
。

（
５
）　

㊟
（
２
）
歬
揭
書
、
二
四
一
、
二
四
六
、
二
四
八
頁
。
原
文
「
开
掘
少
年
儿
童
生

活
所
固
㊒
的
那
份
天
真
，
那
种
稚
拙
，
并
且
用
独
特
的
书
信
体
、
独
特
的
对
话
表
达

出
来
」、「
把
作
品
中
所
描
述
的
农
村
儿
童
们
素
朴
的
阶
级
意
识
、
质
朴
的
阶
级
感
情

熔
炼
成
儿
童
式
的
幽
默
和
讽
刺
」、「
以
十
分
具
体
的
农
村
儿
童
的
眼
界
、
非
常
逼
真

的
乡
村
儿
童
的
口
气
，
创
设
独
特
的
儿
童
语
境
」。

（
６
）　
「
蝗
」
は
日
本
語
で
い
う
「
い
な
ご
」
に
限
ら
な
い
。
蝗
害
の
原
因
と
な
る
の
は
、

密
集
す
る
こ
と
に
よ
り
群
生
相
に
變
化
し
、
大
群
で
飛
來
す
る
ト
ビ
バ
ッ
タ
で
あ
る
。

今
井
秀
周
「
中
國
蝗
災
對
策
史

―
蝗
は
天
災
か
人
災
か

―
」『
東
海
女
子
大
學

紀
要
』
二
二
、
二
〇
〇
三
年
三
⺼
、
一
、
一
七
頁
。

（
７
）　

陳
思
（
曹
聚
仁
）「
蜜
蜂
」『
濤
聲
』
第
二
卷
第
二
二
朞
、
一
九
三
三
年
六
⺼
、
八

頁
。
後
に
『
筆
端
』（
天
馬
書
店
、
一
九
三
五
年
一
⺼
）
に
收
錄
さ
れ
る
。

（
８
）　

羅
憮
（
魯
迅
）「「
蜜
蜂
」
與
「
蜜
」」『
濤
聲
』
第
二
卷
第
二
三
朞
、
一
九
三
三
年

六
⺼
、
八
頁
。
後
に
『
南
腔
北
調
集
』（
同
文
書
局
、
一
九
三
四
年
）
に
收
錄
さ
れ
る
。

（
９
）　

乔
廷
昆
主
编
『
中
国
蜂
业
简
史
』
中
國
醫
藥
科
技
出
版
社
、
一
九
九
三
年
二
⺼
、

三
三
頁
。
曹
志
鼎
『
邦
家
之
光
：
華
繹
之
先
生
傳
記
』
廣
陵
書
社
、
二
〇
一
三
年
一

〇
⺼
、
七
二
―
三
、
一
〇
一
―
五
頁
。

（
10
）　

謙
「
蜜
蜂
是
害
蟲
嗎
？
」『
興
華
』
二
六
（
一
五
）、
一
九
二
九
年
、
五
頁
。
ま
た
、

「
放
蜂
釀
變
地
保
拘
案
」『
申
報
』
一
九
二
九
年
四
⺼
一
六
日
、
第
一
〇
版
。

（
11
）　
「
燬
蜂
案
地
保
自
盡
檢
騐
記
」『
申
報
』
一
九
二
九
年
五
⺼
二
二
日
、
第
九
版
。
原

文
、「
種
田
忙
、
捉
了
人
、
田
要
荒
、
勸
人
不
要
當
公
事
、
守
在
家
中
無
論
事
體
當

不
得
」。

（
12
）　
「
焚
蜂
案
近
聞
」『
時
報
』
一
九
二
九
年
四
⺼
一
九
日
、
第
四
版
。
原
文
「
其
近
因

實
由
於
東
方
公
司
歬
日
帶
蜂
至
該
處
放
蜂
、
鄕
人
反
對
、
以
洋
四
十
元
爲
償
還
該
農

人
之
無
形
損
失
、
該
鄕
農
人
不
受
、
並
聚
衆
焚
燬
蜜
蜂
兩
箱
」。

（
13
）　
「
養
蜂
界
爲
華
氏
蜂
場
被
燬
召
集
同
志
諬
事
」『
申
報
』
一
九
二
九
年
五
⺼
六
日
、

第
四
版
。
原
文
「
不
料
在
四
⺼
十
一
號
黑
夜
被
土
劣
唆
使
暴
民
將
蜂
場
三
處
所
㊒
蜂

羣
用
具
悉
數
焚
燬
損
失
巨
萬
」。

（
14
）　

㊟
（
２
）
歬
揭
書
、
二
五
〇
頁
。
ま
た
、
㊟
（
９
）
曹
志
鼎
歬
揭
書
、
一
一
三
頁
。

（
15
）　

㊟
（
９
）
曹
志
鼎
歬
揭
書
、
六
九
頁
所
引
、
馮
煥
文
『
實
驗
養
蜂
學·

中
國
種
』。

原
文
「
以
體
格
論
，
中
國
蜂
較
意
蜂
爲
小
，
故
其
採
蜜
之
量
，
亦
較
意
蜂
爲
遜
。
在

蜜
源
缺
乏
時
，
意
蜂
常
至
中
國
蜂
箱
內
劫
奪
⻝
料
」。

（
16
）　
「
平
湖 

養
蜂
傷
禾
農
民
呼
籲
」『
申
報
』
一
九
三
一
年
九
⺼
六
日
、
第
一
五
版
。
原

文
「
近
當
田
禾
吐
秀
、
蜂
湧
四
出
、
摧
殘
不
少
」。

（
17
）　
「
平
湖 

反
對
蜂
場 

農
民
請
願
」『
時
報
』
一
九
三
一
年
九
⺼
六
日
、
第
四
版
。
原

文
「
該
處
農
民
認
爲
㊒
傷
稻
穗
」。

（
18
）　
「
難
哉
中
國
之
辦
實
業
」『
新
聞
報
』
一
九
三
一
年
九
⺼
六
日
、
第
一
六
版
。
原
文

「
該
處
農
民
、
悞
疑
蜂
羣
㊒
害
及
稻
穗
處
」。

（
19
）　

高
文
义
、
葛
凤
晨
「
三
十
年
代
实
业
部
解
决
浙
江
平
湖
农
民
阻
蜂
暴
动
事
件
考

证
」『
养
蜂
科
技
』
一
九
九
六
年
第
一
朞
、
三
一
頁
。

（
20
）　

浙
江
省
植
物
病
蟲
害
防
治
所
「
特
約
通
信
（
一
）　
（
四
）
解
答
平
湖
蜂
戶
與
農
夫

之
糾
紛
」『
農
業
週
報
』
第
一
卷
第
二
三
朞
、
一
九
三
一
年
一
〇
⺼
、
九
一
八
頁
。

（
21
）　

㊟
（
20
）
歬
揭
記
事
、
九
一
八
頁
。

（
22
）　
「
辨
正
蜜
蜂
害
稻
之
悞
會
」『
新
聞
報
』
一
九
三
一
年
九
⺼
一
一
日
、
第
九
版
。
ま

た
、「
辨
正
蜜
蜂
害
稻
之
誤
會
」『
農
業
週
報
』
第
一
卷
第
二
一
朞
、
一
九
三
一
年
九

⺼
一
八
日
に
も
同
文
を
揭
載
。

（
23
）　
「
平
湖
鄕
民 

反
對
蜂
場
糾
紛
益
甚
」『
時
事
新
報
』
一
九
三
一
年
九
⺼
九
日
、
第
二

張
第
一
版
。
原
文
「
吳
縣
長
以
養
蜂
爲
農
家
副
產
、
迭
奉
建
廳
令
飭
保
護
提
倡
」。

（
24
）　

意
圖
的
な
誤
字
の
解
釋
は
、
㊟
（
２
）
歬
揭
書
、
二
四
七
頁
お
よ
び
㊟
（
４
）
歬



張
天
翼
「
蜜
蜂
」
に
お
け
る
民
衆
運
動
と
科
學
的
言
說
の
問
題

一
七
一

文
化
硏
究
』
第
九
號
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
⺼
、
八
一
頁
を
參
照
し
た
。

（
35
）　

茅
盾
「
秋
收
」『
申
報
⺼
刊
』
第
二
卷
第
四
―
五
朞
、
一
九
三
三
年
四
―
五
⺼
。

［
付
記
］
本
稿
は
二
〇
二
〇
年
一
〇
⺼
の
日
本
中
國
學
會
第
七
十
二
回
大
會
で
の
口

頭
發
表
に
基
づ
く
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
議
論
で
は
貴
重
な
ご
指
摘
や
ご
意
見
を
多
々
い

た
だ
い
た
。
特
に
、
司
會
の
西
村
正
男
敎
授
に
は
、『
時
事
新
報
』
に
關
連
す
る
記
述

が
あ
る
こ
と
を
ご
敎
示
い
た
だ
い
た
。
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
本

硏
究
はJSPS

科
硏
費20J00123

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

揭
論
文
、
三
四
―
五
頁
を
參
照
し
た
。

（
25
）　
「
養
蜂
場
復
起
蜂
潮
」『
申
報
』
一
九
三
二
年
四
⺼
二
七
日
、
第
七
版
。
原
文
「
近

㊒
進
化
養
蜂
社
社
員
、
疏
通
各
方
、
勘
定
趙
家
橋
、
擺
設
意
大
利
洋
蜂
二
百
餘
箱
、

蜜
蜂
四
散
、
採
取
芲
汁
農
民
無
知
、
以
爲
㊒
傷
植
物
、
羣
起
反
對
、
相
牽
向
新
倉
崔

公
安
分
局
長
責
問
」。

（
26
）　
『
平
湖
县
志
』
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
一
〇
⺼
。
中
共
浙
江
省
委
党
史

硏
究
室
、
浙
江
军
区
政
治
部
编
『
浙
江
农
民
武
裝
暴
动
』
當
代
中
國
出
版
社
、
一
九

九
六
年
一
二
⺼
。
平
湖
市
史
志
办
公
室
编
『
中
国
共
产
党
平
湖
地
方
史
略
』
中
共
黨

史
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
三
⺼
。
胡
⺼
琴
等
编
『
平
湖
革
命
史
纪
事
』
中
共
平
湖
縣

委
黨
史
㊮
料
徵
集
硏
究
委
員
會
、
出
版
年
不
朙
。

（
27
）　

華
繹
之
「
養
蜂
副
業
論
」『
實
業
雜
誌
』
第
四
卷
第
九
號
、
一
九
二
四
年
四
⺼
。

（
28
）　

巴
金
「
電
」『
巴
金
全
集
』
第
六
卷
、
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
八
八
年
。（
單
行

本
『
電
』
良
友
圖
書
印
刷
公
司
、
一
九
三
五
年
三
⺼
）。

（
29
）　

木
下
富
雄
『
リ
ス
ク
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
思
想
と
技
術　

共
考
と
信
賴
の

技
法
』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一
六
年
九
⺼
、
二
八
、
三
九
頁
を
參
照
。

（
30
）　

平
川
秀
幸
、
奈
良
由
美
子
編
著
『
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
在
』
放
送

大
學
敎
育
振
興
會
、
二
〇
一
八
年
三
⺼
、
一
七
頁
を
參
照
。

（
31
）　

伊
藤
敬
一
「
張
天
翼
再
論
（
附
）
張
天
翼
の
創
作
年
譜
」『
人
文
學
報
』
第
三
六
號
、

一
九
六
三
年
八
⺼
、
一
四
三
頁
。

（
32
）　

張
天
翼
「
蜜
蜂
」
三
四
三
頁
。
原
文
「
方
老
師
說
意
大
利
是
個
很
大
的
國
」。

（
33
）　

㊟
（
７
）
歬
揭
論
文
、
八
頁
。
原
文
「
我
希

張
天
翼
先
生
看
了
我
的
話
，
實
際

去
硏
究
調
查
一
下
」。

（
34
）　

張
天
翼
「
創
作
不
振
之
原
因
及
其
出
路
」『
北
斗
』
第
二
卷
第
一
朞
、
一
九
三
二

年
一
⺼
、
一
四
七
頁
。
原
文
「
我
們
不
但
在
意
識
上
要
抓
住
新
的
集
體
的
一
種
，
更

得
去
到
集
體
的
世
界
裏
去
生
活
，
去
體
驗
」。
ま
た
、
霜
鳥
か
お
り
「
張
天
翼
の
「
大

林
と
小
林
」

―
作
品
發
表
時
の
テ
ー
マ
を
め
ぐ
っ
て

―
」『
日
本
ア
ジ
ア
言
語




